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●人口： 約5,000人

●牛の数： 約4万頭（人口の8倍）

●面積： 695㎢（東京23区より少し広い）

●森林の割合： 約76.3%

上士幌町ってこんなところ

かみしほろちょう

ぬかびら地区

市街地

三股

農村地域
人口：約900人

人口：約4,000人

人口：約100人

人口：約5人
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①陸送からドローンへ受け渡し ②ドローンSKUへ新聞梱包

④お客様へ受け渡し③ドローンで配送

市街地
当日配達

農村地域
翌日配達

上士幌町における新聞配達の現状

2023年9月～ドローン新聞配送開始 当日配達で不便解消

ドローンの利点を活かすユースケース事例

◀牛の凍結しない新鮮な受精卵を農
家宅へドローン配送。
当日配送が必須、ドローン利用の可
能性を検証。協力：JA上士幌町、全農ET研究所

◀検査用生乳検体
の集配送

現在は陸送で集荷。
将来的に法人がドロー
ンを所有し、検査セン
ターへ配送も視野に。
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空陸ハイブリット配送

・届け先

・大きさ

・重さ

・緊急度

・内容物

様々な情報から

最適な配送ルートを選択

市街地 =トラック

農村部 =ドローン活用

農村地域

市街地
TMS

半径10km

半径1.5km

荷物情報

地域物流の非効率 原因は「 」ポツンと一軒家
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2,000個
の荷物

45%

ドローン配送
可能な荷物

ドローンに置き換えると

軽バン
配送効率 1.5倍〜2.5倍

空陸ハイブリット配送

市街地
（1.5km以内）

農村部
（10km以内）

荷物の量 8割 2割

配送時間 2割 8割
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軽バンのみで運んだ場合
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・上空を直線距離で移動できるため時短
・自分が行かなくて良いので時間的拘束がない

・自分で抱えられる量なら運べる
・自分が行くことができる

ドローン 自動運転バス

モノを運ぶ

・少量の買い物
・複雑な道のり に最適

人を運ぶ

・サービス体験（食事・病院など）
・一定量の買い物 に最適

ドローンと自動運転バスの連携

コスト削減

共通システム

遠隔監視

今年度実用化

連携することで、人とモノの移動を最適化
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ドローンの社会実装に向けての課題と改善要望

課題 要望

①補助員、現地パイロット配置に伴う
人件費（ランニングコスト高）

②飛行申請から認可までの時間とコスト
住民説明の後、サービス提供まで時間
を要しており住民の熱が冷めてしまう

（社会需要性）

③航空法の理解が浸透しておらず、住民、
役場内での説明に苦労する（合意形成）

④寒冷地におけるドローンの運用の限界
（サービス品質の担保）

①上士幌は個宅配送のケースが多く、
パイロット無人でお届けしたい
(プライバシー、ランニングコスト低減)

②審査内容の簡略化、すでに開通した
ルートは申請を不要とするなどの効率化
（保守運用コスト削減）

③ドローン配送に対する住民理解を獲得
していくための公的なマニュアルか説明
資料を提供してほしい（サービス拡大）

④寒冷地でも飛行が可能な開発、運用に
向けた技術開発、投資の強化
(住民サービス向上)
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